職務経歴書

平成○○年○○月○○日

鈴木　一郎

【職務要約】
自動車部品メーカーにおいて、新型エンジンの開発・量産化に従事してまいりました。特に、開発における仕様打ち合わせから、部品設計、外部協力メーカーとの折衝、量産対応までの一連の業務を経験しております。20--年からは、マネージャーとして部下の育成・管理も行っております。
【職務概要】

○○○○株式会社（20--年--月～現在）

■事業内容：自動車部品製造販売

■資本金：○○百万円　／　売上高：約○○億円　／従業員数：○○○名
	期間
	担当業務
	環境
	役割

	20--年--月
～
20--年--月
	【本社開発部】
新型エンジンの開発・量産化に従事。

・仕様打ち合わせ

・機械構造設計、詳細設計

・部品設計
・外注先金型、部品メーカーとの折衝

・設計工程管理、スケジューリング

・量産対応

・ソフト設計評価
■ポイント

エンジン市場クレームの原因を短期間に究明し、早期対策することにより市場クレームを大幅に低減した。
	3D/CAD（Pro-E）
	開発担当
（メンバー○名）

	20--年--月
～
20--年--月
	【本社開発部　主任】
CVTの開発設計・実験業務に従事。

・仕様打ち合わせ
・機械構造設計、詳細設計、試作

・部品設計
・外注先金型、部品メーカーとの折衝

・設計工程管理、スケジューリング

・評価及び対策検討
■ポイント

エンジン及びA-CVTの原価低減実行計画を立案・推進し年間目標を達成した。
	3D/CAD（CATIA）
	開発担当
（メンバー○名）

	20--年--月
～
20--年--月
	【本社　開発部　マネージャー】
乾式複合ベルト式無段変速機A-CVTの製品化開発業務に従事。またマネージャーとして部下１０名の管理・指導も行う。

・仕様打ち合わせ
・機械構造設計、詳細設計、試作

・部品設計
・二次加工処理

・外注先金型、部品メーカーとの折衝

・マネジメント業務

・設計業務の指示

・評価及び対策検討

・量産対応
■ポイント
A-CVTの量産品質悪化に緊急対応するため、工場と連携して改善活動を推進し目標合格率を確保した。
	3D-CAD（MicroCADAM）
	設計・マネージャー
（メンバー○名）


【実績】
・V6DOHC4弁ターボ仕様の開発設計を担当し、高い市場評価を獲得する。また、量産販車の4DOHC4弁の開発設計・実験を担当し、量産移行を達成する。
・CVTの開発設計・実験を担当し、技術的な基礎を固める。
・A-CVTの製品化設計を担当し、性能、耐久信頼性、重量、原価の目標をクリアして量産移行を達成する。また、A-CVT独自の重要機能部品について困難な技術課題を解決し、市場走行10万㌔以上の耐久信頼性を確立した。さらに、客先メーカーにA-CVTユニット搭載上の課題や不具合について解決策を提案し、生産開始に至った。
【活かせる経験】
・新型エンジン開発における企画から量産までの一連の業務に精通

・市場クレームに対する対応能力

・3次元CAD による設計（機種：MicroCADAM,CATIA,Pro/E）

・部下10名を管理・指導できるマネジメントスキル
【資格】

普通自動車第一種免許　（20--年--月）

【自己PR】

私が業務において大切にしていることは、「スタッフと協力し合い、互いの意見を尊重する」ということです。開発業務はチームワークが要であると考えておりますので、常にコミュニケーションをとり、互いを認め合うことでより良い環境で業務が行えるように心掛けています。また現在では部下のマネジメントも行っており、新製品開発業務を通じて部下に実践的なノウハウを伝授すると共に外部研修受講や実習派遣により技術力の向上を図りました。

仕事に対する姿勢としては、優先順位を常に意識して行動し、客観的に物事を見ることができます。また常に前向きに考え、解決することを努力します。また自分なりのアイデアを組み込み、現実のものとする実行力を持っています。

以上
